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福井大学附属図書館所蔵の古典籍（10）
江戸の気象学、明逸『通機図解』―雲の形を見て、気象を予測する―
　テレビジョンやスマート・フォンが無かった江戸
時代。当時の人々は、どのようにして天気を予測し
ていたのだろうか。その答えの 1 つが、雲の形を見
て予見する方法である。
　『通機図解』は江戸時代中期に刊行された気象学
の書物で、太陽の周辺に現れた雲の形を「柳
りゅう
頴
えい
」「紫
し
蓋
がい
」「騰
とうじゃ
蛇」「競
けい
囲
い
」「飄
ひょう
慢
まん
」「白
はく
旗
き
」「蟠
ばん
龍
りゅう
」「天
てんぢん
陳」
「錦
きん
機
き
」「焔
えんぐん
軍」「乱
らん
絲
し
」「火
か
蛇
じゃ
」「碧
へきがん
嵓」「霊
れいたい
台」「龍
りゅう
虎
こ
」「鉄
てっ
冑
ちゅう
」「踞
こ
陰
いん
」「漆
しつはん
板」「黒
こくてい
帝」「飄
ひょう
練
れん
」の 20 則
（タイプ）に分類し、それぞれに正体と変体とを設け、
合計 40 則について図解したものである。
　著者の明
みょう
逸
いつ
（1727-1797）は、伊予国松山（愛媛
県松山市）の円光寺（真宗大谷派）の住職を務めた
人である。明逸は延享 3 年（1746）に京都・江戸に
出て、服部南郭や宇野明霞といった荻生徂徠の門人
と親交を持ち、松山に徂徠学を伝えている。また、
彼は能書家としても知られた人である。著書に『阿
弥陀経玅徳讃稿本』と『扶桑樹伝』がある。
　本学所蔵の『通機図解』（451-MEI）は、版本の 1
冊本である。中本（18 × 13cm）。表紙（原装）は縹
色で角裂はない。表紙左肩部に四周単辺刷題簽に「通
機図解　全」とある。内題と柱題はともに「通機図解」
である。丁数は序文 4 丁、本文 43 丁、計 47 丁。表
紙見返しは白紙。巻頭に「通機図解序」を置く。序
文は漢文体で、半丁 5 行 1 行 12 文字で 3 丁半ある。
その末尾には「宝暦九年十月廿一日、明月道人明一
寓浪華願慶閣識」と記されている。「明道道人」は
明逸の号であり、宝暦 9 年（1759）、明逸は 33 歳で
あった。
国際交流センター准教授　　膽　吹　　　覚
いぶき・さとる
　「通機図解序」に拠ると、南北朝時代の武将、楠
正成が「機微変兆之書」を著わし、その一部が「日・
月及北斗図三巻」として、その子孫によって代 「々秘
筐」に伝えられた。その「秘筐」の書物の中からい
くつかの「雲気」（雲の形）を抄録し、解説文を付
けたものが、『通機図解』であるという。明逸は楠
正成が「雲気」を察して行う方法を創始したとする
が、根本順吉氏が指摘するとおり、それはやはり中
国起源のものと見るべきであろう。
　序文の識語の裏面（4 丁裏）には「明和四年乙亥
三月考訂之梓、浪花法橋高嶋秀芳出貨刻」とあり、
明和 4 年（1767）3 月に考訂のうえ出版され、その
時に大坂の高嶋秀芳（伝未詳）が資金を出したこと
が知られる。
　本文は第 5 丁から始まる。その巻頭には「総説」
―その末尾に「宝暦己卯十月一日」とある。宝
暦己卯は宝暦 9 年。―として 7 箇条を置く。「総
説」に拠ると、本書の「柳
りゅう
頴
えい
」から「蟠
ばん
龍
りゅう
」までの
7 則は朝日にかかる雲であり、「天
てんぢん
陳」から「碧
へきがん
嵓」
までの 6 則は夕日にかかる雲であり、「霊
れいたい
台」から
「飄
ひょう
練
れん
」までの 7 則は朝夕に限らず 1 日の中でいつ
でも見られる雲であるという。そして、本書が明ら
かにするところは、天の時を知り、地の利を得るこ
とであり、治乱の変には関わらず、大風や大雨、雷、
洪水、長旱を予測し、事前に急難を免れしめんこと
を目的とする、とある。また、「我ガ遠祖ノ伝ル処
ノ家訓ノウチ」として、「日経」「月経」「北斗経」
の 3 経の中で「月経」「北斗経」は「タヤスク伝ヘ
カタシ、故ニ今ハタヽ日経ヲ抄出シテ」出版したと
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断わっている。
　本文は則（形）ごとに正体と変体を描いた図を半
丁ずつ掲載し、その後に半丁 6 行の罫線紙に漢字片
仮名交り文で解説文が記されている。
　本書の内容を第 1 則「柳
りゅう
頴
えい
」を例にとって示して
みよう。右側の図が正体で、左側が「変体」である。
太陽は円形で示されており、正体の中央部、「変体」
の右側にそれぞれ描かれている。「柳
りゅう
頴
えい
」の解説文
には、次のように記されている。
　　 柳
リュウ
頴
エイ
ノ一則ハ甚
ハナハ
ダヲソルベキノ気ナリ。朝日ノ
出ルトキ、東方ニテ赤
アカ
キ雲マタ黒キ雲ト相カサ
ナリ、或ハ鵞
アヒル
ナトノアツマリタルカタチノ如ク
日ノ上ニ掩
ヲヽ
ヒカヽレバ、其日ノ未申ノ刻ニ雷ナ
ル事帛
キヌ
ヲ裂
サク
ガ如ク、サケナケレバ地
ヂ
震
シン
トナリテ
山ヲ崩
クヅ
シ、樹
キ
ヲ倒
タヲ
スコトアリ。勿論大雨フルコ
ト桶
ヲケ
ヨリウツスガ如ク、ヨクヨク用心スベキノ
兆
テウ
ナリ。
　「柳
りゅう
頴
えい
」はとても恐るべき雲気である。日の出の時、
東の空に赤い雲と黒い雲が重なっていたり、あるい
はアヒルなどが集まったような形の雲が太陽を覆い
隠したりしていたならば、その日の午後 1 時から 5
時ごろに、絹を裂くような高く鋭い音をともなった
雷が鳴るだろう。もしそのような雷が鳴らなければ、
地震が起こり、山を崩し、樹木をなぎ倒すことがある。
もちろん、バケツをひっくり返したような大雨も降る。
このように「柳
りゅう
頴
えい
」はよくよく用心すべき兆候である。
　もう一例、第 10 則「焔
えんぐん
軍』を見てみよう。
　　 焔
エングン
軍ハ長旱ノ気ナリ。寔
マコト
ニ聞
キク
モオソロシキ者也。
五月六月七月ノアヒダニ出ルモノナリ。南ノ方
ニアタリテ鳥ノ足
アシアト
跡ヲ見ル如ク赤キ雲ウチツラ
ナリ、夕
イフ
日
ヒ
ノ前後左右ニ出レバ、其夜カナラズ
天
アマ
ノ河
カワ
スミキリタル様
ヤウ
ナルモノナリ、是雲ハ奇
キ
代
ダイ
ノ大旱ナリ。短
ミチカキ
トキハ十日九十日雨ナシ、長
キ時ハ百五六十日雨ナシ。是全ク天ノ災
ワザワイ
ヲ降
クダ
セ
ルナリ。祷
イノ
ルトモ甲
カ ヒ
斐ナシ。
　「焔
えんぐん
軍」は長い旱
ひでり
の雲気である。本当に聞くも恐
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ろしいものである。5 月から 7 月にかけて見られ
る。南の空に鳥の足跡のような形をした赤い雲が連
なり、夕日の前後左右にそれが出れば、その夜は必
ず天の川が澄み渡って見える。この雲気は稀に見る
大旱である。短ければ 10 日、90 日は雨が降らない。
長いときは 150 ～ 160 日も雨が降らない。まったく
天の災いであって、雨乞いなどの祈祷をしても効果
は期待できない。
　『通機図解』に見られる明逸の見解が現代の気象
学から見て適当であるか否かは、書誌学者である私
にはわからない。しかし、近年、世界各地で起こっ
ている気象災害や阪神淡路や東日本を襲った大震災
などを鑑みると、こうした江戸の気象学から何か学
べるところがあるのではないだろうかと思う。なお、
気象学者、藤原咲平氏の『雲を掴む話』（『通俗科学
叢書』第 5 編、岩波書店、大正 15 年刊）には、明
逸の『通機図解』に記された気象学について、藤原
自身の観察による検証を踏まえて述べた箇所がある
ので、興味のある方はご覧いただきたい。
　本学所蔵『通機図解』の刊記は、後表紙見返しに
「明和三丁亥歳三月吉辰、書舗　心斎橋博労町　誉
田屋伊右衛門」とある。誉田屋伊右衛門は大坂、心
斎橋博労町に店を構えた書肆で、『新撰万葉集』（元
禄 12 年）や『狂歌家の風』（享和元年）などを出版
している。寛政 2 年改正『板木総目録株帳』の「天文」
の部に「通機図解　誉伊」とあり、寛政 12 年の時
点でも本書の板木の株は、伊右衛門の誉田屋にあっ
たことが確認できる。蔵書印は「師範蔵図書之記」「福
井大学図書之印」の 2 種類。保存状態は全体にやや
草臥れている。なお、本書には明和 4 年版以外に文
化 3 年版（1806）がある。
　明逸の版本『通機図解』は本学以外にも 15 の図
書館・文庫で所蔵されている。また『通機図解』は『江
戸科学古典叢書』第 22 巻（恒和出版、昭和 52 年刊。
本学総合図書館書庫に配架）にその影印本が収録さ
れていることを記しておく。
